
第 ５ 学 年 算 数 科 学 習 指 導 案 

５年２組 指導者 岡 本 貴 裕 

 単 元  割合（１） 

 

１ 本単元で子供が創出と受容、転移を行う各教科等の本質（見方・考え方） 

単位・基準 

 

２ 本単元について 

本学級の子供たちは、簡単な場合について、ある二つの数量の関係と別の二つの数量の関係

とを比べる際、割合を用いる場合があることを知り、図や式などを用いて二つの数量の関係ど

うしの比べ方を考えてきた。しかし、差による比べ方が依然として根強く、割合を用いた比べ

方については日常的にも経験が少ないため、割合の概念もまだ曖昧である。本単元では、割合

を用いた比べ方のよさを感じ、日常生活にも生かすことができるようにしたい。  

本単元は、ある二つの数量の関係と別の二つの数量の関係とを比べる場合に割合を用いる場

合があることを理解し、割合を用いた比べ方について考える学習である。その際に、割合の概

念を形成することを大切にしたい。割合は比べる場面で用いられる数であるにも関わらず、求

めることばかりが重点的に指導された結果、「割合」の単元を苦手とする子供の増加につなが

っているのではないだろうか。現に、公式に頼った計算の繰り返しや問題文の意味を読み取る

ために線を引かせる活動などが未だ行われている。子供は割合の概念が形成されていないまま

割合を求めることを指導されて困っているのである。割合の求め方を指導することを急ぎ過ぎ

ず、割合を用いて比べる経験を積み重ねる中で、少しずつ「割合」「もとにする量」「比べら

れる量」の意味が分かってくる。割合を用いて比べるためには、基準量を揃えることや比例を

仮定することが欠かせない。子供が、比例を仮定し、基準量を揃えることで比べられたという

ことに納得し、割合を用いた比べ方を活用していくことを期待したい。 

そこで、以下のような支援を具体化し、本単元でめざす子供の姿の実現を図る。 

○ 問題提示の際、基準量を曖昧にし、比べ方について問う。そうすることで、基準量を仮定

し、１倍と見て、揃えることができるようにする。【創】 

○ 基準量を揃えた発言を見取った際に、その意図や理由を問い返す。そうすることで、基準

量を１倍と見て、揃えることのよさに気付くことができるようにする。【受】 

○ 基準量が揃っていない場面における比べ方を考えるよう促す。そうすることで、基準量を

１倍と見て、揃えて比べることができるようにする。【転】 

 

３ 本単元の目標 

○ 割合を用いる場合や百分率を用いた表し方を理解し、図や式などを用いて、割合を用いた

比べ方について考えることができるようにする。 

○ 割合を用いた比べ方のよさを感じて、学習や生活に生かそうとする態度を養う。 

 

４ 本単元における評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度（態） 

○割合を用いる場合について理解し

ている。 

〇百分率の表し方を理解している。 

○図や式などを用いて、割合

を用いた比べ方について考

えている。 

○割合を用いた比べ方のよさを感

じて、学習や生活に生かそうと

している。 

 

５ 指導計画（全４時間） 

第１次 シュートのうまさや混み具合について割合を用いて比べる（２時間）【本時１／２】 

第２次 割合を用いる場合について百分率や歩合に表す（２時間） 



６ 本時案  【令和４年１０月２２日 １０：２０～１１：０５ ５年２組教室】 

（１）ねらい  シュートのうまさを比べる活動をとおして、比例を仮定し、基準量を揃え、

シュートのうまさの比べ方を考えることができるようにする。 

（２）学習過程 ※一重下線は創出、二重下線は受容、破線は転移に対応する子供の意識 

学習活動・学習内容 子供の意識 ○教師の支援 

１ 基準量が揃って

いる場合のシュー

トのうまさを比べ

る。   （15 分） 

・基準量を仮定する

こと  

・基準量を揃える意

味  

・割合を分数や小数

で表すこと 

・割合の意味 

 

 

 

２ 基準量が揃って

いない場合のシュ

ートのうまさを比

べる。  （30 分） 

・比例を仮定するこ

と  

・基準量を揃えるこ

と  

・差の見方と倍の見

方の比較 

 
 

 
投 げ た

回 数  

入 っ た

回 数  

Ⓐ  10 ６  

Ⓑ  ５  ３  

Ⓒ  ８  ５  

・３人のシュートのうまさを比べるのだね。  

・入った回数だけでは比べられないよ。 

 

 

・投げた回数が分かれば比べられるよ。 

・もしも、全員が 10 回投げたとしたら、分数

に表すと６/10 だから、Ⓐが最もうまいと

言えるね。 

・Ⓐは６÷10 で 0.6 と小数でも表せるよ。 

・0.6 は投げた回数を基準の１倍と見た時に、

入った回数が 0.6 倍という意味だよ。 

Ａ投げた回数を揃えると比べられたよ。 

・本当は何回投げたのかな。 

Ｂあれ、このままでは比べられないよ。 

 

 

・投げた回数が揃っていないからだよ。  

・投げた回数を揃えると比べられそうだね。  

Ａん、ⒶとⒷは同じうまさと言えるよ。 

・本当だ、Ⓑが２倍の 10 回投げた場合、入っ

た回数も２倍の６回になりそうだね。 

Ｃでも、10 回投げても６回入るのかな。 

・失敗した数が最も少ないⒷがうまいよ。 

・いや、それだと不公平な感じがするから、

やはり、投げた回数を 40 回に揃えて比べよ

う。 

・比例の考え方だね。 

・ⒶもⒷも 24 回入ると考えると同じうまさだ

ね。いつも 0.6 倍のうまさと言えるよ。 

・Ⓒは 25 回入ると考えられるから最もうまい

ね。５/８だから５÷８でいつも 0.625 倍の

うまさだと言えるよ。 

・比例の考え方を使って、投げた回数を揃え

るとシュートのうまさを比べられるのだ

ね。 

○問題提示の際、基

準量となる投げた

回数を曖昧にし、

比べ方について問

う。そうすること

で、基準量を仮定

し、１倍と見て、

揃えることができ

るようにする。 

【創】 

○基準量である投げ

た回数を揃えた発

言を見取った際

に、その意図や理

由を問い返す。そ

うすることで、基

準量を１倍と見

て、揃えることの

よさに気付くこと

ができるようにす

る。   【受】 

○基準量である投げ

た回数が揃ってい

ない場面で、比べ

られないと感じた

理由を考えるよう

促す。そうするこ

とで、比例を仮定

し、基準量を１倍

と見て、揃えて比

べることができる

ようにする。 

【転】 

 

７ 創る科における子供の学びと本単元との関連 

本単元では、単元をとおして比較する力を発揮していく。創る科の学習で４年生までに比較

する力について扱っている。その際、「観点を揃える」と比べられることを、様々な文脈をと

おして学んできた。また、算数科の学習でも比べるためには揃えることが大切であることを学

どうすれば比べられるのかな。 

どうして比べられないと思ったのかな。  



習している。本単元では、これまで創る科と算数科の学習で養ってきた「比べるためには揃え

る」ことを、大いに活用できる。つまり、創る科や教科の学びの転移を意図して指導に当たる。 


